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＜特輯古代大隅国の歴史的展開＞
史跡隼人塚とその石造物
鈴木景
はじめに
鹿児島湾の最奥に面する霧島市国分には、かつて大隅国府・国分寺がおかれ、岡市隼人町には大隅正
八幡宮（式内鹿児島神社。現在の鹿児島神宮）が鎮座する。八幡宮から海岸の浜ノ市へ約3km続く古道
のちょうど中間ぐらいの地点に、「隼人塚」という国の史跡に指定されている宗教遺跡がある（図1）。
周囲は史跡公園として整備され、隼人塚史跡館も設置されている。この遺跡、を著名なものとしているの
は、他に例を見ない等身大の石造四天王像である。以前は古代隼人関係の書籍に写真がよく載せられて
いたが、この石像が古代隼人の時代のものでないことは明らかである。その制作時期は平安時代後期か
ら南北朝時代まで諸説があり、「隼人塚」の名称も近代に付けられたもの！）である。本稿では便宜上、
隼人塚の名称を使用する。
この施設の用途は依然として未解明であるが、近年、石造物などが歴史資料としても位置付けられる
ようになっており、隼人塚もそうした面から改めて検討する必要がある。本稿では、藤浪三千尋氏に代
表されるこれまでの研究成果2）に依拠して、この遺跡についての情報を整理し、その性格についての見
通しを述べることにしたい。
I 遺跡の概要と関連史料
隼人塚は、鹿児島県霧島市隼人町内山田字山跡、標高15m前後の平坦地に築かれている台形の土壇で、
平面は横長の長方形、古道に面する東南を正面としている（図2）。現在、上面平坦部の中央に五重石
塔3基を並べ、四隅に四天王石像を配置しているが、これは1994年（平成6）度から継続的に行われた
発掘調査に基づいて復元整備されたものである。調査では、以下のような成果が得られている3）。
塚は地山に掘込地業を行い版築により築いており、正面を除く 3辺の傾斜法面に角柱状の石材を横2
列に並べた石列を廻らせている。正面には大型長方形磯石を据え、基壇状を呈していた可能性がある。
この石列の位置で、の土壇の規模は横幅約14m×奥行約9mである。また塚の高さは現状で3mほどであ
るが、江戸時代の周囲の地表面は、現在よりも 2m以上低かったことが確認されている。
石塔は、調査以前は3基とも残闘の状態であったが、発掘により出土した石材を加えると五重塔3基
分がほとんと守揃った。その成果によれば、中央が大きく左右がやや小ぶりの五重石塔3基が横一列に設
置されていたと考えられ、そのように復元整備されている。相輪は見つかっていないが、それも推定し
て復元された高さは中央石塔で5.5mである。各塔の各層軸部四面には仏禽を穿ち、如来坐像を浮彫に
している。禽外側には線刻で仏殿の戸を聞いた様相が表現され、笠石の軒下には垂木を表現した朱の彩
色が残る。 3塔とも初層軸石の上面に方形の孔を彫り込んでいることが修復時に確認され、何らかの納
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図1 隼人塚周辺図
（旧版地形図縮尺1/5万「加治木」「国分j図幅を1/2に縮小）
図2 隼人塚全景
ものである。
入物があったと考えられるが残されていない4）。
四天王像は、調査以前には2体が壇上の正面向
かつて右手前（東角）、左手前（南角）に位置し、
残りの2体は南側裾に下半身が埋没した状態で置
かれていた。正面右手前（東角）の像は、発掘の
結果により基台の石材が当初の位置を保っている
と考えられている。これをもとに、四天王石像は
塚上面の四角に配置されていたと推定され、現状
に整えられている。イ象は足元の正方形の台座（邪
鬼兼用）から頭部まで一石から彫り出しており、
兜内・顔面にはわずかに朱・肌色の彩色が残る。
また、台座の側面には邪鬼を刻み出している。
出土遺物は、弥生土器、須恵器のほか13世紀後
半の龍泉窯系青磁、 16世紀の明の染付・藷翠紬陶
器、江戸時代以降のものなどがあるが、基壇の版
築造成土内からはいまのところ遺物が出土してい
ないため、塚の築造年代は遺物からは確認できて
いない。
隼人塚は石塔と四天王を配置しているので、仏
教関係の土壇であることは間違いなしこれ自体
を土製の仏塔とみることも不可能ではない。しか
し、堺市大野寺土塔や奈良市頭塔あるいは赤磐市
熊山遺跡のように5）、土壌の仏塔は平面が正方形
である。また、これを建物基壇とすることも考え
がたい。柱などの痕跡が見つかっていないこと
や、石塔3基を内部に安置する建造物は想定しに
くいからである。隼人塚は平面が横長の長方形で
ある点に特徴がある。この形状は、壇上に石塔3
基を設置する目的に規定されたものであろう。仏
塔とは異なる観念によって築造されたものと考え
られる。
隼人塚の設置に関わるような史料は、今のとこ
ろ知られていない。後世の史料で、これに言及し
たものとして紹介されているのは、以下のような
年未詳「大隅正八幡宮神社次第J（正八幡宮旧社家桑幡家文書）6）のうち「御四至境内所々」の項に、
放生会ノ大路ニ五重ニ三基J石塔有、四天王ノ石像在、
とあり、形状などから現在の隼人塚を指すとみられる。前近代における同遺跡の存在を示す。また、塚
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の横を通り海に向かう古道が放生会の大路と呼ばれていたことも知られる。隼人塚ではないが、同文書
の境内の「諸堂塔」の項には、
一切経蔵七重石塔〔在四天王石像大門一宇二王左金剛力 右力士〕
とある。写し崩れがあり、経蔵・石塔・大門は別項目であろう。八幡宮の境内の記述であるから、同宮
境内にも石塔と四天王石像が存在していたのである。四天王石像とセットになっていることからする
と、これも壇を伴っていたと想像されるが、石塔の数が記されないから l基の石塔を中心とした方形の
土壇、つまり仏塔であったとも考えられる。 1991年に神社境内から等身大の天部の石像の破片が出土し
ており、この史料の四天王石像に該当する可能性が高いとみられている7）。石塔と石像四天王という組
み合わせの構造は隼人塚と共通しており、隼人塚が八幡宮と共通の主体により造営されたことを窺わせ
るものである。なお、天保14年（1843）成立の『三国名勝図会.J8）に描かれた正八幡宮境内の図には、
五重の石塔が2カ所に描かれており、これと関係するかもしれない。
年未詳「大隅国桑原郡鹿児島神社旧記」（桑幡家文書）の「御神事之抜書」9）の項には、 8月19日の放
生会に関する記述があり、次のように記す。
御神輿浜殿御下ノ時、御供ノ騎馬武士弐百六十甲先例也、御神輿浜殿御下ノ時、御休ミ玉フ石有之、
和銅元年ニ建立ノ石也、別冊ニ放生会ノ大路ニ五重二三基ノ石塔有リ、四天王ノ石像有リ、
『三国名勝図会』の正国寺の項10）にも関連する記事がある。同寺は隼人町内山田宇津山に所在した八
幡宮の神宮寺で、後に廃寺となっている。『図会』には、同寺が正八幡宮の本地所3カ寺の一つで奈良
の律宗西大寺の末寺であること、元冠に際し亀山天皇が逆徒追伐、天下泰平祈願のため西大寺叡尊に一
国に一寺を建てさせたうちのー寺であると伝えていたこと、由緒書に元徳2年（1330）創建としていた
ことを記している。正国寺が西大寺末寺の律宗寺院であったことは、西大寺の末寺帳によって確認できる1）。
しかし、叡尊が天皇の命により一国一寺を建てたという事実が知られていないことを『図会』が指摘し
ている。同書は続けて次のように記している。
当寺笥蔵の本所御教書に暦応元年（1338）正宮放生大会を行ふべき院宣を下されしと見へたり、当
寺中古までは、当村の原口〔今の寺地より巳方十町許〕といへる所にありて、正宮の戒壇所と名つ
け、八月十五日浜殿くだりの時、神輿を安鎮し放生会ありしとぞ、今其神事絶てなし、例年其式の
みあるよしいへり、其旧寺地に四天王〔多聞天・持国天・増長天・吉祥天〕の石像及び五重の塔二
基残れり。
正国寺が所蔵していたという暦応2年（1339）の本所御教書は、いまでは「正八幡宮講衆・殿上等訴
状」として桑幡家文書に含まれており、その文末に、同年放生会を行うべき院宣、御教書を賜ったとい
う添え書きがある12）。これらから知られるのは、現在の隼人塚は、かつて正八幡宮放生会において神輿
が浜へ向かった放生会の大路の途中に位置しており、ここに神輿を安置する儀式が伝承されていたこ
と、その場所は正宮の戒壇所といい、正国寺がもとはここにあったと伝えられていたことなどである。
隼人塚は正国寺境内の施設であり、放生会に関わる施設ということになるが、こうした言説がどの程度
事実を伝えているのかを確認することは難しい。戒壇は界壇のことかもしれない。
他方、正国寺の建立年次が平安時代に遡る可能性を示す遺物も見つかっている。正国寺は『図会jの
段階では内山田宇津山に移転していたが、その廃寺跡から1983年に3体の石仏（如来形2体・観音形
1体）が見出され、そのうちの如来・観音の光背には「康治元年九月四日供養」という銘文が確認さ
れた13）。また銘文のない如来形も平安仏を思わせるものである。これにより、正国寺の創建は康治元年
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(1142）以前に遡る可能性があることになる。正国寺の移転がいつのことかは分からないが、これらの
石仏が正国寺とともに移転したとすれば、同年以前にすでに旧寺地すなわち隼人塚の地点に寺院が設置
されていたことになる。
この正国寺石仏に関しては、大隅国分寺跡に残る凝灰岩製石塔にも同年の銘文のあることが注目され
ている 14）。同時期に双方で石造物が造顕されていることから、平安末期の大隅国分寺と正国寺が何らか
の関連をもっていたとも考えられる。ちょうどこの時期は、大隅正八幡宮の執行行賢が正八幡宮の勢力
拡大に尽力していた時期にあたり、康治元年9月には八幡正宮執印として台明寺に所領を寄進している15）。
大隅国分寺跡石塔や正国寺石仏の作製は、こうした動きと関係する可能性も考えられ、隼人塚もこのよ
うな宗教政策の一環として築かれたとも想像される16）。
Il 四天王石操と石塔と土壇
文献史料、発掘調査成果から隼人塚の性格を明らかにすることは難しい。そこで次に隼人塚の特徴と
いうべき四天王石像の形態などを検討しよう。四天王は須弥壇の四方などに安置される一般的な天部で
あるが、隼人塚の四天王像は極めて個性的なものである。 4体ともに獅噛の兜をかぶる点をはじめとし
て、さらに2点の特徴がある。 1点目は、剣もしくは刀を地面に立てる像が含まれていること、二つ目
は、それが2体（西・南）含まれ、しかもそれぞれの形状が異なることである（図3）。その2体につ
いて具体的にみると、南の石像は右手で刀の柄を掴み地面に突き立て、左腕は右腕の上に交差させて置
く（以下、 Aタイプとする）、西の石像は、左右両手で剣の柄を握り地面に垂直に突き立てている（以下、
Bタイプとする）（図4）。
このようなものをふくむ四天王の構成および各像の形
態は、多数存在する四天王の彫像や画像にその類例をみ
つけることが難しいが、はやくに藤浪三千尋氏は、玄証
筆とされる治承3年 (1179）「十六善神図像」（東京国立
博物館蔵）17) （図6）のなかの4体の神将が、隼人塚四
天王石像と多くの共通点を持つという重要な指摘をされ
ている。同図の十六善神の中には、東方以下、西南北そ
れぞれを注記した四神将が含まれ、その方角注記から、
それらは四天王にあたると考えられる。いずれも兜をか
ぶる点が隼人塚石像と合致する。各図像をみると、南方
と注記のある像が、前述の隼人塚南石像Aタイプと合致
している。また、東方とある図像は、左手に三鈷剣を持
ち刃先を上方へ向け、右手は三鈷杵を握る手を大きく振
り上げる姿態であり、隼人塚の東石像と合致している
（図5）。残りの2体のうち、現北角の石像は両肩から先
を欠失しているので明確な比定はできないが、残存部分
からみると図像の西方像に一致しているとみてよい。残
り1体は現西角の石像Bタイプであるが、該当する図像
図3 左：西像（Bタイプ）、右・商像（Aタイプ） の北方の神将とは全く様相を異にしている。図像に描か
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れているのは、北方天としてポピュラー
な左手を胸から肩の高さにあげ掌の上に
宝塔を置く多聞天、すなわち北方鎮護と
して独自でも杷られる毘沙門天である。
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石像・図像双方に共通するAタイプの
神将は、他の四天王の彫像、画像に作例
はあるものの一般的ではない。彫像は興
福寺北円堂（もとは奈良大安寺）や唐招
提寺の極めて古い像にのみ見られ、中世
にはそれを模した像がわずかに知られ
る18）。画像における作例自体は少なくな
いが、『別尊雑記』巻47、「浄瑠璃寺吉祥
図4 左：南像部分（Aタイプ）、右：西像部分（Bタイプ）
天厨子扉絵」などを除くと、その多くは十六善神図の
なかの四天王のI体である19）。つまりAタイプの神将は
十六善神図に特徴的な形態といってよいものなのであ
る。同国は大般若経転読の法会の際に本尊として懸ける
もので、般若菩薩または釈迦三尊を中心にして周囲に
十六普神などが配置される。平安時代に遡る作品はわず
かであるが、鎌倉時代以降は多数の作品が残されてい
る。記録では、『中右記』永久2年（1114) 7月21日条
に白河法皇の御所で大般若経を転読するため、釈迦像、
十六神王像を図絵したとある記事が初見とされ、『兵範
記』保元3年（1158) 7月25日条には高倉殿での大般若
読経の本尊として「御仏三尺釈迦在十六善神、〔巳上図
絵一幅半〕Jとある却）。
Aタイプの彫像が含まれるということは、藤浪氏が示
唆されたように、隼人塚の構成が十六普神図と深く関係
していることを物語っており、その画像を本尊とする大
般若経転読の仏事との関連が推定される。隼人塚の土壇
が横長の長方形で、中央を大型とする3基の石塔を並置
図5 左：東像、右：北像
する特殊な形態であるのは、三尊仏を象徴していると見ることができる。塚が十六善神図を踏まえてい
るとするなら、石塔は間図の本尊である釈迦三尊に擬することができょう。それはまた、人幡三神をも
含意しているかもしれない。
いっぽう隼人塚Bタイプの神将像は、四天王としては極めてまれな形態であって、彫像の例を見出す
ことは出来ていない。画像では、薬師十二神将の l体としての事例があり、平安時代に遡る十六善神図
の遺品として知られる七寺一切経唐橿中蓋の密陀絵に例がある21）。後者は四天王として描かれたかどう
か判然とせず特例といってよい。隼人塚にこのBタイプの神将が含まれている点は、この施設の特異性
をはっきり示すとともに、その由来を追及する手掛かりとなる。
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図6 玄証「十六善神図像」（部分。画像提供．東京国立博物館）
左．西方右：南方（Aタイプ） 左：東方右・北方
ところで近年、九州に分布する薩摩塔の研究を推進さ
れている井形進氏は沼）、同塔が中国の寧波に由来する13
世紀を中心とする石塔であること、その軸部四面に刻ま
れる 4体の神将のうち2体が剣・万を地面に立てるタイ
プの像であること、中国の寧波郊外の東銭湖周囲には同
タイプの神将と酷似する武神石像（図7）が多数存在す
ることなどを指摘され、隼人塚についても、「四天王の
うち2躯が、剣ないし万を地面に突き立てる姿は、大陸
から影響を受けた可能性がある」とされた。前述のとお
りBタイプの神将は薬師十二神将として日本の絵画資料
にもわずかに見えるが、寧波の武神石像と隼人塚のBタ
イプ石像の姿は酷似しており、井形氏の指摘通り南宋か
らの影響を考えるべきであろうお）。さらに、隼人塚四天
王像が他に例を見ない一石の等身大の石像である点も、
寧波の武神像が大型の石像であること、屋外に立つこと
と共通し、その影響を考えることができる。
図7 寧波の武神石像（註23『南宋石雄jより） 隼人塚の石塔は各層に軸部を持つ南九州に多い形式
で、同形式の大隅国分寺跡の石塔と比較されるが、各軸
部の四面に仏禽と仏像を彫り出す点は異なっている。四
面の仏像は平安時代の趣を残すものであるが、各層の軸部に仏禽を穿ち仏像を浮き彫りにする形式もま
た、南宋に由来する可能性がある。
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屋外に基壇を築き石塔を建てる施設として想起されるのは、奈良般若寺の十三重石塔である刻。それ
は平面方形の基壇を築き中央に石塔を据えるので、全体としての仏塔であるが形式は隼人塚に通じる。
般若寺の石塔は、南宗の明州から渡来し東大寺造営に関わった石工伊行末によって建長5年（1253）頃
に完成したものである。ちなみに東大寺では、復興時の建久7年（1196）に宋人4人によって石造の四
天王像などが製作されているお）。般若寺の大型基壇と石塔という珍しい形式は、南宋に由来する可能性
が考えられる。
以上の諸事象をもとにして、隼人塚の性格を想定すると以下の通りである。隼人塚は大般若経に対す
る信仰に基づいて、転読法会の本尊釈迦十六善神図のうち中心の釈迦三尊を視覚的に鎮護を象徴する石
塔で表し、破敵の神将である四天王を武威を明確に表現する等身大の石像として、全体を立体的に造形
した宗教遺跡であると考えられる。それは一時の法会用の施設ではなく、大般若経の威力により恒常的
に外敵を防ぎ境界の内側が守護されていることを象徴する施設として、大地に据え付けられたランド
マークであった。石造による立体化という形式をとる契機となったのは、南宋の寧波付近の石造文化に
関する情報の到達であろう。その影響は全体の形態だけではなく、四天王のうちの1体を寧波に見られ
る武神像（すなわちBタイプ）に置き換えるという点に顕著である。剣を立てるBタイプ像は、外敵進
入を阻止する武威をよりいっそう強調する意図によって採用されたと想像される。しかもそれが北方鎮
護とされる多聞天（毘沙門天）と置き替えられたことは、日本の南端の国府に近接していることと対応
し、この施設が対外的な守護を強く意図したことを示唆していると思う。この塚の築造は、対外情勢と
関係している可能性が強い。
m 築造の背景をめぐ、って
放生会と正国寺と隼人塚の関係伝承、石像天部や石塔の存在の共通性、塚の規模と位置などからみて、
隼人塚と正八幡宮は何らかの関係があると考えられる。そこで正八幡宮の史料をみると、平安時代後半
から大般若経関連の法会が始められていたことが判明する。これは寺社一般において行われる法会では
あるが、正八幡宮ではことさらに、長久年中（1040）に国司が寄進した姶良庄を財源として四季大般若
経転読が開始され、保安年中（1120）からは藤原忠実が寄進した帖佐郷を財源として百日大般若最勝講
が行われていた26）。両方の所領ともに建久8年（1197）「建久図田帳」に見え、特に前者は国司寄進の
50丁余の荘園であることから初、その法会は国衝の意向による重要な国家的法会とみられ、正八幡宮の
主要な神事法要であったことが窺える。
正国寺は奈良西大寺の末寺となっているので、隼人塚と律宗との関係もいちおう考えられる。前述の
ように般若寺の十三重石塔は、南宗の石工伊行末が建立した。その般若寺を復興し西大寺の末寺とした
叡尊は文永10年（1272）に伊勢神宮に参拝し、 1年8月には石清水八幡宮で神前読経を行い同宮の放生
会を始めたという。その年の10月に元軍が来襲し、翌建治元年（1275）には新たに描かせた釈迦三尊並
びに十六善神像などを持参して再び伊勢神宮に参拝している。伊勢には忍性が鎌倉から船で送らせた宋
版大般若経も届いており、園内の安全と異国の降伏が祈られたお）。『図会』に伝える叡尊の正国寺建立
はそのままでは信じられないが、こうした叡尊の宗教政策が大隅国にも影響した可能性は考えられる。
大隅国には鳩脇八幡崎という外港があり、正八幡宮の社家跡から中国の文物が出土するように、この
付近は畿内経由とは別に中国の文化が及んでおり却）、隼人塚にみられる南宋の石造文化の摂取もそのよ
うな環境が促したのであろう。
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むすび
図8 佐賀凶夫社周辺図
［日版地形図縮尺115万「小城」「佐賀北部」図幅を1/2に縮小）
隼人塚は、院政期から顕著になる正八幡宮での大
般若経転読法会、行賢による正八幡宮の勢力拡大、
元冠に伴う律宗の宗教政策などのいずれかを契機と
して、その時点での南宋の石造文化物の多大な影響
を受けて造顕されたのであろう。遺跡の年代が考古
学的に明らかになっておらず、石造物の年代観にも
i幅がある現段階では、これ以上突き詰めることは困
難である。しかし、院政期以降の対外情勢への宗教
的対策として生み出された希有な遺跡であるといっ
てよいと思う。
すでに紹介されているが、これに類する遺跡が
佐賀県にも存在する則。佐賀市大和町池上の四天社
である（図8）。古墳を整形したとみられる平面方
形、断面台形の土壇の中央に室町期とされる宝箆印
塔（大日如来とされる）を据え、四方の隅近くに｛象
高1mlOcmほどの四天王石像が外側をむけて置かれ
ている。玄証「十六善神図」と比較すると東方天の
姿態が左右反転しているほかは4体とも合致してお
り、隼人塚と同じく大般若経信仰という思想的背景
が想定される。ただし、 Bタイプは含まれていない。
同社は平野に孤立するが、東北約4km付近に肥前国
庁跡、奥止日女神社（淀姫神社・河上神社）、国分
寺跡があり、南約5kmには嘉瀬津の地名がある。後
者は『平家物語』に、鬼界が島の藤原成経へ物資を送り、成経帰郷時にはここに滞在したと記されてい
る平教盛の所領鹿瀬庄の故地とされる所である。津という地名が示すように有明海から外洋へ続くj巷が
あったらしい31)。大隅の隼人塚の南方に、放生会で神輿が下ったという浜の市、『平家物語］長門本に
成経が寄港したという鳩脇八幡崎が所在することが想起される。隼人塚の性格や立地に関して、四天社
と比較することにより、さらに理解が深められるであろう。
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上げる。この時代を新石器草命、日本における水
稲耕作の成立などとともに第3の画期として評
価する。一方で、自然との共生を保ちながら精神
的な豊かさをもっ縄文社会と対極の現代社会を
憂う。そして、今こそ、縄文的な自然をうまく生
かした生活を取り入れることを提唱する。この点
が、筆者の縄文研究から導き出された現代社会へ
の研究成果の還元である。
もちろん、本書の大半は縄文文化、社会につい
て述べられており、縄文女性の一生やアイヌに見
られるような送りの儀礼について語る点は縄文
文化・社会の新たな一面も描き出している。
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